


人口 56,799人(R03年12月末時点)
面積 103.58k㎡

玉野市の紹介

JR宇野みなと線アートプロジェクト（宇野駅）： エステル・ストッカー



玉野市コミュニティバス ｢シーバス｣ 玉野市乗合デマンドタクシー ｢シータク｣

玉野市を代表するコミュニティ交通







年間利用者数の推移
（シーバス・シータク）
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【玉野市の実情】

☛利用者減少による民間バス路線の減便・廃止

☛深刻なドライバー不足 (特にシータク)

☛特に山間部地域の公共交通が不十分

☛介助等が必要な人の移動手段が不十分

○三菱商事(株)より｢玉野市で自動配送ロボットの実証実験を行いたい｣

との申し出

○本市の実情を受け、積極的に支援していくこととした

実証実験を行った経緯・きっかけ



実証実験の目的

高齢化により輸配送を担うドライバーの減少、交通弱者・買い物難民の

増加、新型コロナ蔓延に伴い宅配需要が急増している中で・・・

➢自動配送ロボット技術の早期確立

➢自動配送ロボットに必要な性能評価と技術的課題の抽出

➢社会受容性の評価検証



実証実験の内容

➢実験エリア内において１台のマシンを用いて複数個所で荷物pick up を行い、複
数個所へ荷物配送を行う実験を実施。

➢玉野市役所を起点にドラッグストア、郵便局、公園、カフェ、クリーニング店に
立ち寄り荷物をpick up 複数個所へ配送。

➢設定する配送ミッション毎にどの訪問先をどの順番に回るのかを、様々な制約条
件を加味しつつ“ルート最適化技術”を用いて計算。

配送先
住所

時間指定

荷量
ドライバー
情報

管理者 ドライバー

どの車両が、どの訪問先を、どの順に回るか。

配車計画をAIによって計算し、最適なルートを提供する、
クラウドサービス『Loogia（ルージア）』
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実証実験の期間
2020年11月26日㈭から12月11日㈮までの土日除く12日間。

➢環境確認/テスト走行（4日間）

➢近接監視走行審査（1日間）＋近接監視本番走行＆テスト走行（4日間）

➢遠隔監視走行審査（1日間）＋遠隔監視本番走行（2日間）

　Day1 Day2 Day3 　Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 Day9 Day10 Day11 Day12

11月26日 11月27日 11月30日 12月1日 12月2日 12月3日 12月4日 12月7日 12月8日 12月9日 12月10日 12月11日

ルート④ ルート④ ルート① ルート② ルート②

ルート① ルート①

ルート⑤ ルート④ ルート② ルート⑤

ルート① ルート③ ルート③ ルート④

ルート⑤

近接監視
遠隔監視

近接監視
近接監視近接監視

走行審査

遠隔監視

走行審査
近接監視本番走行＆遠隔監視走行チューニング 走行本番

有線コントローラーで操作する

オペレーターが操作しながら随行オペレーター

コントローラー

15:00～16:00

14:00～15:00

13:00～14:00

11:00～12:00

10:00～11:00

環境確認＆テスト走行チューニング

近接目視 遠隔監視(近接目視)

コントローラーなし

３日で一筆書き

(ルート⑤)を回る

オペレーターが有線コントローラーで操作 オペレータ－による近接目視 遠隔監視卓

実験期間 計12日間



使用したロボット

これまでの自動走行実証で使用実績のあるLogiee S を使用。



実施体制

企業等名 役割

三菱商事株式会社 実証実験コーディネート、全体統括、中央省庁連絡

東京海上日動火災保険㈱ 緊急時対応体制・トラブル予防体制への助言とリスク分析、事業者側広
報取り纏め。

三菱地所㈱ 商業施設内におけるロボット運用ノウハウ提供、助言、事業者側広報
サポート。

㈱ティアフォー 遠隔型自動配送ロボットの設定、実証実験の実施

アイサンテクノロジー㈱ 高精度3次元地図作成、実証実験申請支援

㈱オプティマインド ルート最適化AI技術

KDDI㈱ ４G-LTE通信環境確認

環境側協力体制

玉野市

➢実証実験の場所と人員の提供協力。
➢市民の理解と協力を得るための住民説明や各種イベントの実施
➢本件実証実験実施に伴う他行政機関や関連団体などとの調整支援。
➢行政サービスでの将来的活用の視点から見たアドバイス。



市民の理解と協力を得るための取組について

【住民説明会】

【荷物受け渡し体験】



実証実験に伴う、各種イベントについて
こども向け特別イベント

「ロボットが玉野にやってきた！」

日時：2020年12月4日 11：15
対象：宇野保育園の園児
場所：玉野市役所南側公園

×



高校生向け特別イベント

「玉野高校生会議」

日時：2020年12月4日16:00-17:00
対象：玉野高校、玉野光南高校、玉野商工高校

場所等：Webinar形式



地域の反応

➢ロボットに対する抵抗感や不安を払拭するため、説明会やイベントを実施
した結果、地域ぐるみの協力体制が築かれた。

➢荷物の受渡しを体験した高齢者からは、実用を期待する声が多数
➢沿道からの見学者も多く、特に子ども達に大人気



最後に・・・

○ 人手不足が深刻化している地方にこそ必要！

○ 地域に認められることが重要！

○ 土壌づくりは地域の自治体

〈実証実験記録映像〉 玉野市HPから ｢自動配送ロボット｣で検索

(https://www.city.tamano.lg.jp/soshiki/40/16946.html)


